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 令和 2 年度の水質環境調査は「平作川」の水質調査と水生生物の生息状況を実施しました。 

前回は平成 29年に実施しており今回で 7回目の調査になります。平作川は市内を流れる川の中では最も 

長い川で市民にはよく知られています。 

今回の調査は、上流と下流の 2地点で行い、上流は大楠山の山麓で自然がそのまま残る河川の場所（大 

楠山登山道；調査地点 B）とその下流は、横浜・横須賀道路付近を流れている所で側面は護岸工事が施

されている場所（三面護岸区域；調査地点 A）であります。 

尚、水生生物の生息調査に関しましては、横須賀市自然人物博物館の萩原学芸員にご指導いただきまし

た。 

 1 調査日 ；令和 2年 11月 17日      5 水生生物の調査結果 

 2 調査河川；平作川               調査出現生物まとめ参照 

 3 調査場所；上流と下流（調査場所は概要参照） 6 前回と比較 

 4 水質環境調査結果；（前回と比較）       上流・下流の両方で南方系のミナミテナガエビ 

    現地水質の調査記録参照          が確認され温暖化の影響が考えられる 

 

１．現地水質の調査記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査場所概要図 

     

水 質 環 境 調 査 活 動    

 

 


